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れ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
で

す
。

　

最
後
に
選
手
の
皆
さ
ん
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

�

大
正
分
団　

中
川　

憲
一

�

（
８
面
関
連
記
事
）

　

平
成
22
年
９
月
５
日
（
日
）
残
暑
厳

し
い
中
、
大
阪
府
立
消
防
学
校
で
第
54

回
大
阪
府
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
八
尾
市
消
防
団

大
正
分
団
の
団
員
が
八
尾
市
の
代
表
と

し
て
出
場
し
32
年
ぶ
り
に
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　

大
正
分
団
の
団
員
は
、
初
め
て
経
験

す
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
あ
り
、
選
手

の
年
齢
層
も
高
く
、
当
日
の
会
場
の
雰

囲
気
に
呑
み
込
ま
れ
な
い
か
な
ど
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
落
ち

着
い
て
万
全
な
状
態
で
大
会
に
挑
め
た

そ
う
で
す
。

　

優
勝
を
聞
い
た
と
き
は
、
本
当
に
驚

き
と
感
動
で
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
日
か
ら
優
勝

を
目
指
し
選
手
を
は
じ
め
大
正
分
団
が

一
丸
と
な
り
、
年
明
け
か
ら
週
２
回
の

基
礎
体
力
作
り
、
５
月
上
旬
か
ら
本
格

的
に
訓
練
を
開
始
し
大
会
ま
で
の
約

４
ヵ
月
間
、
警
防
課
職
員
の
情
熱
あ
る

御
指
導
を
は
じ
め
、
団
長
、
団
幹
部
、

各
分
団
皆
様
の
激
励
に
は
、
大
正
分
団

一
同
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
で
、
八
尾
市
消
防
団
の
絆

が
よ
り
一
層
強
く
結
ば
れ
た
こ
と
が
今

後
の
消
防
団
活
動
に
お
い
て
有
意
義
な

も
の
と
な
り
、
後
輩
た
ち
に
受
け
継
が

優勝

八尾市消防団小型ポンプ操法の部
第
54
回
大
阪
府
消
防
大
会
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基
礎
（
初
任
）
教
育
訓
練
実
施

新
団
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

氏
名
（
所
属
分
団
）

①
職
業

②
趣
味

③
消
防
団
員
と
し
て
の
抱
負

　

平
成
22
年
４
月
１
日
（
木
）
消
防
団

員
の
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
、
５
名
の
新

団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
団
員
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

　

赤
岩　

孝
治
（
久
宝
寺
）

①　

自
動
車
整
備
士

②　

育
児

③　

消
防
団
の
一
員
と
し
て
の
責
任

と
自
覚
を
持
ち
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
様
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

坂
根　

和
男
（
西
郡
）

①　

土
建
業

②　

竹
笛

③　

お
疲
れ
様
で
す
！　

任
命
式
の

時
、
団
長
は
固
い
握
手
と
激
励
を
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

俺
ら
同
期
は
励
ま
し
あ
っ
て
、
不

断
の
備
え
で
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

鳥
飼　

晴
仁
（
八
尾
）

①　

会
社
員

②　

ゴ
ル
フ

③　

消
防
団
員
の
一
員
と
し
て
、
地

域
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、

先
輩
団
員
の
方
々
の
御
指
導
の
も

と
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

久
保　

元
伸
（
曙
川
）

①　

診
療
放
射
線
技
師

②　

ア
ウ
ト
ド
ア
全
般

③　

入
っ
た
ば
か
り
で
右
も
左
も
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
活
動

に
参
加
し
て
、
精
一
杯
地
域
に
貢
献

で
き
る
消
防
団
に
な
り
ま
す
。

　

中
山　

勝
之
（
山
本
）

①　

会
社
員

②　

映
画
鑑
賞

③　

先
輩
団
員
の
方
々
の
御
指
導
の

も
と
、一
日
も
早
く
一
人
前
と
な
り
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
５
月
23
日
（
日
）
大
阪
府

立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
消
防
団
員
基

礎
（
初
任
）
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
河
内
地
区
支
部
、
北
河
内
地
区
支

部
合
同
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
172
名

の
参
加
の
中
、
開
講
式
が
行
わ
れ
、
最

初
の
一
時
間
は
、
研
修
室
に
お
い
て
座

学
（
消
防
団
の
概
要
、
任
免
、
事
故
防

止
）な
ど
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
屋
内
訓
練
場
に
て
訓
練
礼

式
の
実
習
。
午
前
の
部
は
こ
れ
で
終
了

し
、
昼
食
の
頃
に
は
、
仲
間
意
識
も
で

き
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
ま
た
屋
内
訓
練
場
に
て
実
科

訓
練
。
ま
ず
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た

が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
想
像
以
上
の

水
圧
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
器
具
取
扱
い
の
実
習
。

　

全
て
終
了
し
て
、
夕
方
に
閉
講
式
を

迎
え
た
訳
で
す
が
、
今
回
の
研
修
は
、

全
て
新
鮮
で
、
か
つ
、
身
が
引
き
締
ま

る
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
る
の
と
実
際
に
や
る
の
は
全
く
違

い
ま
し
た
し
、
中
途
半
端
な
気
持
ち
で

は
だ
め
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
生
か

し
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

�

曙
川
分
団　

杉
田　

昌
己�

任　

命　

式



第 26 号（3） 八 尾 市 消 防 団 広 報 平成22年 (2010)10 月

地　 域　 を　 守　 る　 消　 防　 団

消
防
団
幹
部
教
育
訓
練

消
防
団
広
報
用
ア
ン
プ
セ
ッ
ト
配
備

八
尾
市
防
災
訓
練

　

平
成
22
年
４
月
25
日
（
日
）
大
阪
府

立
消
防
学
校
に
お
い
て
消
防
団
員
幹
部

教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
部
長
・
班
長

を
対
象
に
訓
練
礼
式
に
重
点
を
お
い
た

幹
部
教
育
訓
練
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
消
防
組
織
法
に
よ
る
訓
練
礼
式

で
①
個
人
の
規
律
心
の
向
上
、
確
実
軽

快
な
動
作
及
び
態
度
の
練
成
②
指
導
者

と
し
て
の
指
導
能
力
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
煙
中
訓
練
、
放
水
訓
練
と

多
く
の
講
義
や
実
習
を
経
験
し
幹
部
一

人
一
人
が
気
を
引
き
締
め
て
後
輩
団
員

の
指
導
に
あ
た
る
べ
き
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
９
月
12
日
（
日
）
八
尾
市

立
竹
渕
小
学
校
で
、
市
内
に
お
い
て
震

度
７
の
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
渕
地
区
を
管
轄
す
る
龍
華
分
団

は
、
小
学
校
近
く
の
公
園
に
集
ま
っ
た

地
域
住
民
約
200
名
を
会
場
ま
で
避
難
誘

導
し
、地
震
災
害
対
応
実
働
訓
練
で
は
、

瓦
礫
に
埋
も
れ
た
要
救
助
者
を
地
域
自

主
防
災
組
織
、
救
助
隊
と
協
力
し
て
救

出
し
、応
急
救
護
所
に
搬
送
す
る
な
ど
、

実
戦
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
５
月
23
日
（
日
）
に
は
、
消

防
学
校
に
て
初
任
教
育
訓
練
に
指
導
員

と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
午
前
中

は
、
訓
練
礼
式
（
各
個
訓
練
、
敬
礼
動

作
、
分
列
行
進
、
通
常
点
検
）、
午
後

か
ら
は
放
水
訓
練
と
器
具
取
扱
い
の
訓

練
が
あ
り
教
官
補
佐
と
し
て
指
導
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
が
今
後
よ
り
多
く
の
幹

部
が
参
加
で
き
る
訓
練
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

�

龍
華
分
団　

岡
田　

真
一

　

訓
練
会
場
で
は
、
八
尾
市
の
防
災
関

係
機
関
の
体
験
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
中
で

も
は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
、
訓
練
用
の

水
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
体
験
は
子
ど

も
達
に
大
人
気
で
し
た
。

　

予
期
せ
ぬ
地
震
発
生
に
対
し
、
防
災

訓
練
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
防
災

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
本
当
に

大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

�

龍
華
分
団��

廣
岡��

勝

　

宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
の
一
環
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
消
防

団
活
性
化
助
成
事
業

助
成
金
に
よ
り
広
報

用
ア
ン
プ
セ
ッ
ト
を

配
備
し
ま
し
た
。
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今
年
も
６
月
５
日
（
土
）
幸
町
６
丁

目
公
園
に
於
き
ま
し
て
、
木
村
重
成
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
長
門
守
重
成
公
は
、
文
武
に
優

れ
た
若
武
者
で
、
夏
の
陣
に
て
戦
死
な

さ
っ
た
折
は
、
大
阪
城
中
の
女
子
が
涙

し
た
そ
う
で
す
。

　

前
日
ま
で
に
準
備
し
て
い
た
、
の
ぼ

り
な
ど
を
一
気
に
飾
り
付
け
、
会
場
の

設
置
も
ひ
と
段
落
し
た
時
、
火
災
指
令

が
あ
り
、
初
め
て
団
員
と
し
て
現
場
に

出
場
し
て
緊
張
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
帰
っ
て
く
る
と
、
田
中
市
長

と
多
数
の
来
賓
の
方
々
が
お
見
え
に
な

ら
れ
、
緊
張
感
あ
る
空
気
の
中
、
神
主

に
祝
詞
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
、
式
典
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

帰
り
際
に
田
中
市
長
が
「
夏
活
動
服

は
、
ど
う
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
の

で
、す
か
さ
ず「
め
っ
ち
ゃ
い
い
で
す
。」

と
、
お
答
え
し
ま
し
た
。
新
し
い
夏
活

動
服
は
生
地
が
薄
く
、
大
変
着
心
地
が

良
く
、
メ
ッ
シ
ュ
生
地
の
帽
子
が
涼
し

さ
を
一
段
と
引
き
立
て
、
活
動
意
欲
が

わ
い
て
き
ま
す
。

　

皆
様
が
楽
し
い
行
事
に
参
加
で
き
た

こ
と
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

�

西
郡
分
団　

坂
根　

和
男

　

私
達
高
安
分
団
は
、
南
は
郡
川
、
北

は
楽
音
寺
ま
で
の
11
地
区
の
広
い
地
域

を
管
轄
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
柄
団
員

は
、
農
業
や
造
園
業
な
ど
の
力
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
若
く
て
熱
意
あ
ふ
れ
る

人
が
多
く
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
毎
月
第
二
土
曜
日
の

ポ
ン
プ
点
検
と
団
員
会
議
を
は
じ
め
、

い
つ
火
災
が
発
生
し
て
も
対
応
で
き
る

よ
う
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
行
わ
れ

る
盆
踊
り
や
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
警
備
、
夏

祭
り
の
交
通
整
理
な
ど
を
任
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

高
安
分
団
は
高
安
山
の
山
麓
に
位
置

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
林
野
火
災

に
備
え
た
訓
練
も
取
り
入
れ
、
高
安
地

　

今
回
、
高
安
分
団
が
紹
介
す
る
名
物

団
員
は
真
砂
弘
団
員
で
す
。

　

真
砂
さ
ん
は
ま
だ
入
団
し
て
３
年
目

で
す
が
、
既
に
10
年
以
上
所
属
し
て
い

る
よ
う
な
溶
け
込
み
よ
う
で
、
性
格
は

と
て
も
社
交
的
で
分
団
内
の
人
気
者
で

す
。
ま
た
、
消
防
活
動
に
も
熱
心
で
、

ま
さ
に
消
防
団
に
入
る
た
め
に
生
ま
れ

て
き
た
よ
う
な
男
で
す
。

　

こ
ん
な
真
砂
さ
ん
で
す
が
性
格
に
似

合
わ
ず
、
手
先
が
と
て
も
器
用
で
プ
ラ

モ
デ
ル
の
製
作
な
ど
細
か
い
作
業
が
得

意
で
す
。
な
か
で
も
太
鼓
台
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
作
り
は
趣
味
の
域
を
越
え
て
、

多
く
の
人
か
ら
依
頼
を
受
け
る
ほ
ど
で

す
。

域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
組
織
の
一
つ

と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

真
砂
さ
ん
に
は
、
10
年
、
20
年
と
消

防
団
を
続
け
て
い
た
だ
き
、
分
団
長
を

目
指
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

�

高
安
分
団　

阪
井　

俊
樹

木
村
重
成
祭

分
団
紹
介
　
高
安
分
団

名
　
物
　
団
　
員
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平
成
22
年
５
月
30
日
（
日
）
奈
良
県

春
日
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

恒
例
の
春
の
消
防
団
厚
生
事
業
八
消
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
総
勢
44
名
で
各
分
団
の
ゴ

ル
フ
自
慢
が
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
お
だ
や

か
な
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
を
と
お
し
て
、
普
段
接
す
る

こ
と
の
少
な
い
他
分
団
の
団
員
と
も
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
ま
た
明
日
か
ら
地
域

の
消
防
団
活
動
に
励
も
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

な
お
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　
　

上
野　

正
巳　

志
紀
分
団

準
優
勝　

坂
井　

弘
明　

高
安
分
団

第
三
位　

畑
中　

裕
昭　

団
本
部

�

（
写
真
右�

優
勝
し
た
上
野
さ
ん
）

�

高
安
分
団　

山
脇　

孝
夫

　

平
成
22
年
８
月
28
日
（
土
）
八
尾
河

内
音
頭
ま
つ
り
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
に
も

か
か
わ
ら
ず
77
団
体
、
約
3,000
人
の
老
若

男
女
が
暑
い
中
、
猛
暑
も
吹
き
飛
ば
す

程
の
熱
き
踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。

な
っ
て
も
気
温
が
下
が
ら
な
い
中
で
も

沢
山
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
は
猛

暑
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
事
も
な

く
無
事
に
終
了
で
き
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
暑
い
中
パ
レ
ー
ド
に
参
加

さ
れ
た
方
々
、
沿
道
警
備
を
さ
れ
た
皆

様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

来
年
も
よ
り
良
い
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
、
暑
い
日
は
続
き
ま
す

が
、
我
々
消
防
団
も
暑
さ
に
負
け
な
い

よ
う
消
防
団
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

�

八
尾
分
団　

今
井　

隆

�

（
警
備
本
部
に
て
撮
影
）

　

パ
レ
ー
ド
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
を

見
て
い
る
と
、
こ
の
日
の
本
番
を
迎
え

る
迄
に
暑
い
中
何
度
も
練
習
を
し
て
き

た
の
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
夕
方
に

　

平
成
22
年
6
月
23
日
（
水
）
に
幹
部

視
察
研
修
の
た
め
、
滋
賀
県
大
津
市
に

あ
る
水
の
め
ぐ
み
館
ア
ク
ア
琵
琶
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

ア
ク
ア
琵
琶
は
、
琵
琶
湖
と
水
の
め

ぐ
み
、
歴
史
、
自
然
を
体
感
し
な
が
ら

学
べ
る
と
い
う
施
設
で
し
た
。

　

近
年
、
各
地
で
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
発
生
し
て
い
る
中
、
大
和
川
や
恩

智
川
と
い
う
河
川
が
流
れ
る
八
尾
市
で

も
河
川
氾
濫
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
な

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
「
水
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修
は
地
域

を
守
る
消
防
団
と
し
て
、
防
災
意
識
の

高
揚
に
繋
が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

�

南
高
安
分
団
長　

森
山　

敏

八
尾
ま
つ
り

幹
部
視
察
研
修

厚
生
事
業
ゴ
ル
フ
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恩
智
川
水
防
訓
練

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習

　

平
成
22
年
４
月
24
日
（
土
）、
北
西

方
面
隊
が
恩
智
川
水
防
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。
小
⻆
団
長
統
監
、
藤
本
北
西

方
面
隊
長
指
揮
の
下
、
第
３
小
隊
と
し

て
横
山
小
隊
長
以
下
20
名
に
よ
る
積
み

土
の
う
工
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
れ
た
り
小
雨
が
降
っ
た

り
の
忙
し
い
天
気
の
中
、
小
隊
長
の
指

揮
に
よ
り
４
工
程
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団

が
交
代
し
な
が
ら

①
土
の
う
作
り

②
土
の
う
運
搬　

③
土
の
う
の
隙
間
つ
め

④
た
こ
突
き

と
手
際
よ
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
訓
練
と
い
う
こ
と
で
、
足

元
も
良
く
、
日
中
の
明
る
い
時
間
帯
で

し
た
が
、
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合

は
、
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
は

な
く
、
作
業
の
行
い
に
く
い
状
況
と
な

る
こ
と
か
ら
、
普
段
か
ら
の
訓
練
の
必

要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
団
員
の
方
々
に
も
、
訓
練
の

内
容
及
び
工
法
等
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

久
宝
寺
分
団　

𠮷
川　

明
憲

　

平
成
22
年
６
月
２
日
（
水
）
大
阪
市

旭
区
の
淀
川
左
岸
に
お
い
て
大
阪
府
地

域
防
災
総
合
演
習
が
、
全
体
で
22
団
体

350
名
規
模
に
よ
り
行
わ
れ
、
藤
本
方
面

隊
長
を
班
長
と
し
た
、
主
に
北
西
方
面

隊
で
組
織
さ
れ
た
21
名
が
水
防
工
法
の

一
つ
で
あ
る
積
み
土
の
う
工
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

演
習
開
始
の
合
図
で
現
地
に
移
動
し

ま
ず
は
土
の
う
作
り
、
４
班
に
分
か
れ

て
約
200
個
の
土
の
う
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
の
チ
ー
ム
は
、
そ
の
過
半
数
が

先
の
恩
智
川
水
防
訓
練
で
積
み
土
の
う

工
を
経
験
し
て
お
り
、
当
日
は
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
が
進
み
ま
し
た
。（
工
法
は

「
恩
智
川
水
防
訓
練
」
欄
参
照
）

　

し
っ
か
り
と
強
固
な
積
み
土
の
う
を

完
成
さ
せ
、
達
成
感
を
抱
き
つ
つ
待
機

場
所
に
駆
け
足
で
戻
り
、
改
め
て
自
分

達
の
作
っ
た
積
み
土
の
う
を
見
て
、
や

や
残
念
に
思
っ
た
こ
と
が･･･

。

　

そ
れ
は
、演
習
会
場
が
広
大
な
た
め
、

作
り
上
げ
た
積
み
土
の
う
が
、
少
し
ボ

リ
ュ
ー
ム
不
足
に
見
え
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

も
う
少
し
、
高
さ
、
横
幅
に
お
い
て
、

大
き
め
の
工
法
を
行
っ
た
ほ
う
が
閲
覧

者
に
対
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
演
習
で

培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
は
、

災
害
時
に
き
っ
と
威
力
を
発
揮
す
る
、

と
強
く
感
じ
な
が
ら
、
演
習
会
場
を
後

に
し
ま
し
た
。

�

久
宝
寺
分
団　

松
本　

圭
司
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防
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ポ
ン
プ
操
法
は
、
大
正
分

団
の
精
鋭
４
名
と
分
団
員
の
方
々
、
志

紀
分
団
は
訓
練
の
サ
ポ
ー
ト
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
か
な
り
の
暑
さ
に
も
関
わ
ら

ず
選
手
の
方
々
は
、
数
ヶ
月
の
訓
練
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
本

当
に
暑
い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

志
紀
分
団　

西
村　

俊
彦

　

昭
和
46
年
４
月
１
日
八
尾
市
消
防
団

員
に
な
り
、
平
成
22
年
春
の
褒
章
に
際

し
ま
し
て
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
ま
で
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た

�

（
大
阪
府
公
館
前
に
て
撮
影
）

　

平
成
22
年
８
月
22
日
（
日
）
晴
天
の

中
、
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

が
柏
原
市
立
堅
下
北
小
学
校
に
て
、
八

尾
市
70
名
、
東
大
阪
市
90
名
、
柏
原
市

65
名
の
団
員
、
各
市
合
せ
て
12
台
の
ポ

ン
プ
車
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
柏
原
市
消
防
団
に
よ
る
規
律

訓
練
、
次
に
八
尾
市
消
防
団
に
よ
る
小

型
ポ
ン
プ
操
法
、
最
後
に
東
大
阪
市
消

委
員
長

　
　
西
郡
分
団	

澤
　
田
　
吉
　
行

副
委
員
長

　
　
八
尾
分
団	

中
　
村
　
佳
　
照

　
　
南
高
安
分
団	

川
　
﨑
　
光
　
昭

委
　
員久

宝
寺
分
団	

松
　
本
　
圭
　
司

　 

〃	

𠮷
　
川
　
明
　
憲

西
郡
分
団	

坂
　
根
　
和
　
男

八
尾
分
団	

今
　
井
　
　
　
隆

龍
華
分
団	

廣
　
岡
　
　
　
勝

　 

〃	

兼
　
山
　
泰
　
治

大
正
分
団	

小
　
林
　
邦
　
章

　 

〃	

中
　
川
　
憲
　
一

曙
川
分
団	

杉
　
田
　
昌
　
己

　 

〃	

野
　
中
　
健
　
司

南
高
安
分
団	

竹
　
澤
　
　
　
寛

　 

〃	

坂
　
本
　
裕
　
規

高
安
分
団	

山
　
脇
　
孝
　
夫

　 

〃	

阪
　
井
　
俊
　
樹

山
本
分
団	

川
　
田
　
　
　
剛

　 

〃	

寺
　
内
　
亮
　
仁

志
紀
分
団	

西
　
村
　
俊
　
彦

　 

〃	

山
　
口
　
通
　
伸

◉
広
報
部
員
名
簿
◉

編

集

後

記

　

第
26
号
編
集
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

締
め
切
り
直
前
の
行
事
も
あ
る
中
、
迅
速

な
記
事
提
出
で
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

次
号
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

澤�

田��

吉�

行

藍
綬
褒
章
受
章

中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

地
元
の
方
々
、
そ
し
て
先
輩
諸
氏
並
び

に
団
幹
部
の
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
平
成
22
年
５

月
７
日
大
阪
府
公
館
に
お
き
ま
し
て
、

橋
下
知
事
に
よ
り
褒
章
、
章
記
の
伝
達

を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
14
日
に
は
、
中
央
合
同

庁
舎
「
総
務
省
講
堂
」
で
褒
章
伝
達
式
、

午
後
か
ら
は
、
皇
居
内
「
春
秋
の
間
」

に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
の
栄
を

賜
り
感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活
動
に
一
生
懸
命

努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
八
尾
市
の
安
全
安
心
の
た
め

に
、
地
域
防
災
の
強
化
に
努
め
、
こ
の

栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
様
、
八
尾

市
消
防
団
員
と
し
て
、
努
力
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

山
本
分
団
長　

岩
田　

保
一
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こ
の
度
、
大
阪
府
消
防
大
会
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
す
る
に
際
し
、

多
数
の
方
々
の
御
指
導
御
鞭
撻
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
を

持
ち
ま
し
て
当
初
の
目
標
で
あ
り
ま
し

た
大
会
当
日
ま
で
の
全
日
程
を
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
ご
褒
美
と
し
て
「
優
勝
」
の
２
文
字

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選
手
各

自
の
努
力
は
元
よ
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

も
の
は
選
手
と
一
心
同
体
で
あ
り
、
技

術
面
だ
け
で
な
く
精
神
面
で
も
支
え
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
提
供
し
た
者
、
自
主
訓
練
場
を
準
備

し
た
者
、
毎
回
ビ
デ
オ
撮
影
し
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
者
、
大
正
分

団
員
全
員
が
毎
回
仕
事
を
終
え
て
選
手

と
同
じ
気
持
ち
に
な
り
訓
練
す
る
意
識

が
今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

防
災
拠
点
で
の
訓
練
初
日
は
ジ
ャ
ン

パ
ー
無
し
で
は
立
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ

た
の
が
、
大
会
当
日
は
38
度
の
猛
暑
、

こ
れ
だ
け
の
長
い
間
や
っ
た
の
だ
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
警
防
課
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
志
紀
分
団
、そ
し
て
大
正
分
団
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
感
動
と
い
い
思
い
出
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

大
正
分
団
長　

嶋
野　

雅
一

　

大
会
に
向
け
、
年
明
け
の
自
主
練
習
か
ら

半
年
余
り
、
暑
い
中
、
非
常
に
過
酷
な
訓
練

が
続
き
ま
し
た
が
、
今
思
い
返
せ
ば
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
も
う
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
ん
だ
と
い
う
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
の
表
彰
式
で
は
、
苦
し
か
っ
た

こ
と
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
の
顔
が
心
の
中
に
甦
っ
て
き
て
涙

を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
を
経
験
で
き
た
こ
と
は
、
私

た
ち
選
手
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
良

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

こ
れ
か
ら
も
地
域
防
災
の
た
め
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

優
勝
を
勝
ち
得
た
こ
と
は
、
警
防
課
の
皆
様
、

志
紀
分
団
、大
正
分
団
の
仲
間
た
ち
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
旗
だ

と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
、本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

指揮者　木田　宗利

　

こ
の
度
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
で
１
番
員
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

年
明
け
か
ら
の
訓
練
で
は
、
や
る
か
ら
に
は
優

勝
す
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
が
、
操

法
は
想
像
以
上
に
難
し
く
、
ど
ん
ど
ん
自
信
を
無

く
し
ま
し
た
。
大
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
八
尾
市
を

代
表
し
て
出
場
す
る
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
重

く
精
神
的
、
肉
体
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
警
防
課
職
員
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い

熱
心
な
指
導
と
、
小
⻆
団
長
を
は
じ
め
団
幹
部
の

方
々
、
各
分
団
の
激
励
、
そ
し
て
志
紀
分
団
、
大

正
分
団
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
と
家
族
に
支
え
ら
れ
、
最
後
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
み
ん
な
が
一
致
団
結
し
た
か
ら
こ

そ
大
阪
府
消
防
大
会
で
優
勝
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

長
い
間
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活
動
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

１番員　西山　孝文

　

今
回
の
大
会
は
、
南
西
方
面

隊
と
し
て
大
正
分
団
が
出
場
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態

か
ら
初
め
て
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
体
力
、
と
思
い
年
明

け
か
ら
自
主
訓
練
を
始
め
過
去
の
大
会
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
研
究
し

た
り
し
ま
し
た
が
、
い
ざ
訓
練
に
入
る
と
全

く
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
消
防
本
部
職
員
、
志
紀
分
団
の

方
々
さ
ら
に
は
他
方
面
隊
の
方
々
の
指
導
や

激
励
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
訓
練
が
で
き
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
一
重
に
警
防
課
職
員
と
小
⻆
団
長

以
下
280
名
の
消
防
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
で

き
た
こ
と
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
、

出
場
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２番員　竹田　隆誠

　

年
明
け
よ
り
選
手
及
び
サ
ポ
ー
ト
役
の
メ

ン
バ
ー
で
大
和
川
の
堤
防
を
走
り
始
め
、
９

月
５
日
の
大
会
当
日
迄
の
約
６
ヶ
月
間
、
操

法
に
対
す
る
い
ろ
ん
な
課
題
や
問
題
を
大
正

分
団
一
丸
と
な
り
、
共
に
考
え
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
操
法
を
御
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
警
防
課
の
皆
様
、
私
た
ち
大
正
分
団

を
支
え
て
下
さ
っ
た
南
西
方
面
隊
の
志
紀
分

団
の
皆
様
、
応
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
八
尾

市
消
防
団
の
皆
様
の
お
か
げ
で
今
回
の
優
勝

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を

通
じ
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き
た

達
成
感
や
喜
び
を
生
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

３番員　小林　邦章

〜第54回大阪府消防大会を終えて〜


